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木質資源利用拡大定着化事業のうち
木質エネルギー技術高度化事業のお知らせ

平成 22 年度林野庁補助事業　木質バイオマス利用加速化事業

木質エネルギー技術高度化事業　公募のお知らせ

　近年、原油価格の高騰や地球温暖化問題に対する関心の高まり等を背景として、木質バイオマスを燃料

とする熱利用機器の導入事例も増加し、取扱企業、種類、用途等も多様化が進んでいます。今後はさらに

幅広いユーザーに受け入れられるよう、利便性や燃焼効率の向上、低コスト化といった、木質バイオマス

の普及促進につながる技術改良が求められています。

　本事業では、木質資源の利用拡大の基盤づくりとして、木質バイオマス熱利用機器の技術高度化のため

に行う試作品の製作、試用（モニター調査等）・改良のための補助支援を行います。

木質バイオマス熱利用機器の改良・試作を計画している方からの応募をお待ちしております。

　課題領域）低コスト化、小型化（コンパクト化）、ハンドリング性の向上、メンテナンス性の向上、

　　　　　　高効率化（省エネ性能の向上）、利用汎用性の向上、安全性の向上、環境性の向上　等

公募概要

※詳しくは、木質エネルギー技術高度化事業事務局ホームページ内にある公募要領をご覧ください。
※応募申請用の様式は、事務局ホームページ（http://www.mori-energy.jp/koudoka.html）よりダウンロードできます。

◆公募期間　：平成 22 年 5 月 19 日（水）～ 6 月 18 日（金）（当日消印有効）
◆助成率　　：事業費の１／２以内（予算規模 66,000 千円、２～ 8 課題程度採択予定）
◆応募対象者：民間事業者、地方公共団体、大学・研究機関 等
◆実施内容　： ① 試作品の製作・改良
　　　　　　　　木質バイオマス燃焼機器の高度化に資する試作品の製作・改良
　　　　　　　② 試用（モニター調査等）
　　　　　　　　製作した試作品を設置・運転し、開発達成度合いを把握するために必要な稼働
　　　　　　　　データの取得やモニター調査の実施
　　　　　　　③実施状況報告、結果発表
　　　　　　　　①②の進捗状況の報告（月次報告、中間報告会）、事業全体の最終成果報告（成果報告会）
◇対象とする燃焼機器：ストーブ、温水ボイラー、蒸気ボイラー、ハウス用加温機、吸収式冷温水器等
　対象とする燃料：木質バイオマス燃料全般（チップ、ペレット、薪、竹、木炭、おが粉、木粉、ブリケット等）
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事業対象となる技術課題領域事業対象となる技術課題領域

※上記の例に関しては、事業として特に重要と思われる要素を抽出したものです。
　実際に提案する内容は、この例にかかわらず自由に、ご提案ください。

　木質バイオマス熱利用機器の利便性、高性能化及び低コスト化につながる技術課題を対象とします。

課 題 領 域 事業対象となる技術改良例

機器本体・全体システムの小型化

システムのパッケージ化
小型化（コンパクト化）

燃料制御・管理システムの高度化ハンドリング性・信頼性の向上

メンテナンスの簡素化・自動化

メンテナンスの作業性の向上
メンテナンス性の向上

機器運転時の消費エネルギーの低減化

燃焼機器効率の向上（燃焼制御等）高効率化（省エネ性能の向上）

特殊環境（厳冬地仕様、屋外設置化等）への対応

多種の木質燃料の対応化（含水率・形状）
利用汎用性の向上

機器の安全性・耐久性向上安全性の向上

エミッション（燃焼灰、ばい塵等）の削減

他の新エネルギー（太陽熱等）とのハイブリット化
環境性の向上

燃焼機器（付帯設備含む）の低コスト化低コスト化

実際の一般ユーザーへのモニター調査上記改良点の実証
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